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平成２９年度　第５回大阪府河川整備審議会　議事要旨
日　時
：平成2９年１２月２２日（金）18:00～19:30
場　所
：OMMビル地下１階　ギャラリー
出席者　：委員）大石会長・阿部委員・綾委員・多田委員・田中委員・鶴田委員・馬場委員
計７名（欠席：柴田委員・弘本委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 寝屋川流域総合治水対策の事業評価について
○大深度地下使用による事業費の増額のうち都島調節池の増加割合が大きい理由は。
●大深度地下適用延長は都島調節池が2.9㎞、鶴見調節池が0.7㎞であり、都島調節池は大深度地下使用による影響を受ける延長が長いため。
○大深度地下使用の場合、「高層建築荷重を考慮」となっているが、高層建築はどの程度の規模を想定しているのか。
●大深度地下使用技術指針に基づき、ランドマークタワー規模の高層建築にも耐え得る荷重を見込んでいる。具体的には、平面投影が70ｍ×70ｍ、地下構造が25ｍのものを想定している。
○外来種対策について、「持ち出すこと」に対する記述だけでなく、「持ち込むこと」に対しても記述すべき。
●「持ち込むこと」に対する記述を追加し、資料を修正する。
○外来種は気付かずに持ち込むことや、持ち出すことがリスクの1つ。明らかに外来種と分かるような大型動物とは違って、カダヤシなど一見外来種と分かりにくい種が持ち込まれることや、持ち出されることがあると思うので、そういった意識で専門家のご意見を伺って住民への啓発をお願いしたい。
○流域対応については流域市の役割も大きいと思う。流域市への関わりや、流域市からのフィードバックなど、どのように取組んでいるのか。
●総合治水事業の推進にあたっては、国土交通省、大阪府、流域市で構成する寝屋川流域協議の中で、課題に対する取組みを検討しており、流域対応についても、例えば校庭貯留では各市の進捗率や進め方に関し、本協議会で意見交換を行いながら進めている。
○資料1－2のP.23の事業者の回答（案）に関して、近年の降雨を踏まえた取組みについては平成26年に諮問して平成28年に答申を得たと思うので、「その後、学識経験者等から幅広いご意見をいただいた上で」の表記は割愛した方が分かりやすいのでは。
●ご指摘のとおり資料を修正する。
○資料１－２のP.25の事業者の回答（案）に関して、三大水門が津波によって損傷し開閉困難となる可能性に対して、「大阪府河川構造物等審議会」からの答申を踏まえどのように取組んでいるのか回答すべき。
●当面の対策として三大水門に係る副水門開閉機能維持に関する補強工事を順次しているので、答申に対して、今どのような対応をしているかということを書き加え、修正する。
○「寝屋川流域総合治水対策の事業評価」については、本日までの審議をもって「府の対応方針（原案）は適切」と答申する。
(2) その他
・大阪府河川整備審議会運営要綱を改定し、高潮専門部会を新たに設置した。

・高潮専門部会の委員として、大石会長は中北専門委員、平石専門委員に加え会長自身を指名し、同部会長に中北専門委員を指名。
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